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	応用
	抗原情報
	背景
	シトクロムP450ファミリー26サブファミリーCメンバー1（CYP26C1）ホモサピエンス この遺伝子は、シトクロムP450スーパーファミリーに属する酵素をコードする。シトクロムP450タンパク質はモノオキシゲナーゼであり、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒する。この酵素は、オールトランス型および9シス型レチノイン酸の異化に関与し、細胞および組織中のレチノイン酸濃度の調節に寄与する。この遺伝子は、染色体10q23.33上の関連遺伝子に隣接している。[RefSeq提供、2008年7月]、補因子：ヘム基、機能：レチノイン酸代謝に関与する。全トランスレチノイン酸 (RA) とその立体異性体 9-シス-RA (優先基質) を含むレチノイドに作用します。,誘導:レチノイン酸による。,類似性:シトクロム P450 ファミリーに属します。,組織特異性:ほとんどの組織で非常に低レベルで検出されます。,
	研究分野
	レチノール代謝;
	画像データ
	

	シトクロムP450 26C1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Ik3-1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

